
　去る 11 月 21 ～ 23 日、中日医学科技交流協会主催、国家中西医結合医学センター・

中日友好医院共催による「中西合力・共病同治」学術大会が北京で盛大に開催され、

国内の中西医結合分野を代表するトップクラスの教授・医師・専門家が集結した。

　報告は腫瘍の研究・治療を重点とし、「腫瘍免疫治療における中医薬の可能性」「中

西医結合による腫瘍予防・治療の優勢と実践」「標的 LTF 漢方薬の抗腫瘍作用研究」

（注：リンパ球転化因子、Lymphocyte Transformation Factor）「膵臓癌の証型変

化から見る腫瘍併存疾患の中医診療」及び「老年慢性疾患の薬剤使用に関する考察

と政策」「免疫治療関連心筋損傷の中西医結合治療法の研究」など慢性疾患に関す

る報告が行われた。

　大会の招待を受け、本校の辰巳洋学院長は出席し、「医と食の融合－中西医結合

の中医薬膳学」と題する報告を行い、参加者から高い評価を得ました。
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